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グローバルヘルスの新たなフィールド
『高齢化』に挑戦する順天堂大学・大学院

▲大学院グローバルヘルスリサーチ研究室の教員と大学院生：先生も学生も多国籍大学に奉職して感じたこと
　学生「将来、世界を舞台にグローバル
ヘルスの専門家として仕事をしたいので
すが、何を学んだら良いのでしょうか。」
私「君は何に最も関心があるのですか？」
学生「まだ自分の専門性が分かりません。」
私「それでは、君が世界の第一線で活躍
するであろう 20 年後、世界は君に何を
求めているだろうか？それに応える専門
領域を考えてみてはどうだろう。」
　学生相談の折に、私はしばしば上記の
質問を投げかけます。もちろん、自分が
興味のある専門分野を選択すべきことは
言うまでもありません。しかし、同時に
未来の世界が何を若人らに期待するよう
になるのかという点も考えておくべきで
あると思います。20 年後の世界におい
てグローバルヘルスの大きな問題とは何
なのでしょうか…
　私が最初に国際保健に足を踏み入れた
のが JICA 長期専門家としてフィリピン
のエイズ対策プロジェクトでした。保健
省に所属し、HIV 感染予防の国家政策

立案に携わりました。次は同じフィリピ
ンの母子保健プロジェクトでした。母と
子の健康支援のシステム強化が目的でし
た。その後も南米を中心に母子保健の専
門家として多くのプロジェクトに従事し
てきました。
　15 年前に私は現場の専門家から大学
の教員に転職し、若き学生にグローバル
ヘルスを教えるようになりました。私は
彼らに一体何を教え、何を伝えるべきな
のかを考える立場になったのです。同時
に私は前述のような学生相談を多く受け
るようにもなりました。そこで、学生が
40 ～ 50 歳代になり責任ある立場で社
会に貢献する頃、グローバルヘルスの世
界では何が大きな問題になっているのか
を考えてみました。将来の課題を学ぶこ
とが、今の学生には必要なのではないか
と思ったからです。その結果、そのひと
つは高齢化であると思いました。そして
私の専門性もこの 10 年をかけて感染症
・母子保健から高齢化対策へと舵を切る
ことにしました。

本学で何を学べるのか
　順天堂大学は今年で設立 185 年目に
なる日本最古の西洋医学の大学です。順
天堂と言えば医学部とスポーツ健康学部
とが有名ですが、現在 9 学部、5 大学院、
6 付属病院を擁する「健康総合大学・大
学院」です。国際保健・グローバルヘル
スは医学部、看護系 2 学部でも学ぶこ
とはできますが、本学がユニークである
のは「国際教養学部」に学部レベルでグ

ローバルヘルスを専門に学べる全国唯一
の「グローバルヘルスサービス領域」が
あることです。また「大学院医学研究科
グローバルヘルスリサーチ研究室」に所
属するグローバルヘルス専科には修士課
程（2 年間で公衆衛生修士 MPH が取得
可能）と博士課程（4 年間で博士（医学）
が取得可能）があります。大学院は社会
人へも大きく門戸を開放しており、遠隔
学習も充実しています。私学でありなが
ら国立大学と同等の学費で修学もできま
す。
　国際教養学部では、2 年間の基礎科目
には「健康と栄養・運動」や「生きてい
る仕組み」など生物学・医学の基本を学
ぶ科目が充実しています。3 年次になる
とグローバルヘルスサービス領域を専攻
すると、「開発途上国のグローバルヘル
ス」や「保健医療システム」「ヘルスプ
ロモーション」など専門科目を選択する
ことができます。私が担当する「グロー
バルヘルスゼミ」などのゼミナールにも
所属し、後期 2 年間は幅広く医学・公
衆衛生学を学習できます。
　大学院の修士課程では、主として日本
語を使用するグローバルヘルス学位プロ
グラム（春入学）があり、さらに 2024
年 10 月には全教科英語を使用するグロ
ーバルヘルス学位プログラム（秋入学）
が開講されます。グローバルヘルスでご
活躍の国内外の一流の教授陣から最新の
話題や対策を学ぶことができます。博士
課程も同様に、主として日本語を使用す
る春入学コースと全教科英語を使用する

順天堂大学教授/国際教養学部グローバルヘルスサービス領域・
大学院医学研究科グローバルヘルスリサーチ研究室

湯浅　資之
北海道大学医学部卒、JICAフィリピンエイズ対策・母子保健、東北ブラジ
ル健康なまちづくり、ボリビア母子保健ネットワーク強化プロジェクトの
チームリーダー

▲研究室の研究教育拠点がある静岡県伊豆の国市
はNHK大河ドラマ『鎌倉殿の13人』の舞台となっ
た富士山が望める風光明媚な土地

秋入学コースとがあります。この秋入学
コースは 2025 年 10 月からタイのマヒ
ドン大学と本学とで博士号を同時取得で
きるダブルディグリー制度を開始する予
定で準備を進めています。

グローバルサウスの
　　　　高齢化に挑戦する
　超高齢社会である日本は今後 40 年に
わたり世界一の高齢化率を誇る国であり
続けると予測されています。日本には高
齢化対策の成功例もあれば、それ以上の
失敗例も数多くあり、今後確実に高齢化
問題に直面するはずのグローバルサウス
の国々に役立つ知見が豊富にあります。

日本の大学や大学院で高齢化対策を学ぶ
という経験は、20 年後にグローバルヘ
ルスの世界が必要とする専門性を培うこ
とになるのだと思います。
　国際教養学部は設立 8 年目ですが、
既に米国 CDC やタイ公衆衛生省などに
就職し、グローバルヘルスの最前線で活
躍している人材も出て来ています。彼ら
に続き世界を目指そうとしている学生が
他にも大勢います。一方、大学院グロー
バルヘルスリサーチ研究室はまだ設立 4
年目の若い教室ですが、2023 年 10 月
現在世界 13 カ国から 72 名の学生が集
っています。その半数が外国籍で、将来
は母国の新興国・途上国で高齢化対策の

最前線で活躍しようと夢を描いている方
々です。
　私たちは、健康総合大学としての利点
を生かし学内の学際チームによって、静
岡県伊豆の国市で「持続可能な健康長寿
のまちづくり」を展開しています。学部
生や大学院生はこの現場で体験し調査研
究することができます。また、私たちが
行っているアジアやラテンアメリカ諸国
との国際共同研究に参加することで、実
践に結び付く科学的思考と方法を学ぶこ
ともできるのです。20 年後の将来、世
界の高齢化に挑戦しようとする学生にふ
さわしい学びの環境を整えています。

ホームページリンク　順天堂大学大学院医学研究科グローバルヘルスリサーチ研究室(JUGHR)

１．　https://ghr.juntendo.ac.jp/　　　　２．　https://www.juntendo.ac.jp/branding/report/153/

▲グローバルヘルスリサーチ研究室はタイ王国公衆衛生省と定期的な会議を行っています ▲高齢者のフレイル予防評価を行う大学院生
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